
 

 

 

 

 

  

「チームオレンジ 

まつもと」 

宣言をしませんか 

「チームオレンジまつもと」とは 
物忘れのある方もない方も一緒に活動を行う取り組みのこと 

 

認知症はだれもがなりうる可能性があります。 

認知症＝（ｲｺｰﾙ）直ぐに何もできなくなってしまうわけではありません。 

 

松本市では、認知症の方ができる限り住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられる市

を目指し、本人たちの声や視点を重視し、本人たちの希望に応じた方法で地域

に関わる（＝社会参加）体制を整備し「共生」の地域づくりを推進しています。 

 

 

 

 

各地区集いの場（サロン、カフェ、いきいき百歳体操、

サークル等）参加者のみなさま 

 

各地区ボランティア活動等実施のみなさま 

地域の友人や仲間と一緒に 

趣味や好きなことが 

続けられる。 

福祉ひろば、地域のサロン等

の集いの場に集まって、 

楽しい時間を過ごせる。 

いざというとき、 

周りの人が気がついて 

手を貸してくれる。 自分でできる 

ことは自分で 

したいな 

何もできない

人と思われる

と悲しいな 

好きなこと

は続けた 

いな 

不安だな 

だれか一緒に 

手伝ってくれるかな 

顔見知りのスーパーや

ドラックストアに 

買い物に行ける。 
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チームオレンジまつもと要件 

「チームオレンジまつもと」について理解した上で、①～④全てに該当するもの 

① 認知症の方、その疑いのある方、物忘れのある方等本人がチームの一員として 

参加している（本人たちの希望に応じた方法で地域に関わること＝社会参加）。 

ただし、参加は常に継続していなくてもよい。 

② 認知症サポーター養成講座を受講した方が 1名以上参加している。また、 

受講予定者がいる。 

③ 認知症サポーターがステップアップ講座を受けている。また、受ける予定がある。 

④ 継続された活動ができている。また、継続した活動をしていく予定がある。 

 

 

「チームオレンジまつもと宣言」までのステップ 
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チームオレンジまつもと宣言 

第１号を受けました 
（令和５年９月） 

サロン名サンサロン 
活動内容：高齢者が誘い合って集う場 

大勢の人と話すことでみな同じだと感じ安心する場 

地域包括支援センター等とつながる場 

参加者がアイディアを出し合い、会を進める 

歌体操・リズム体操等は毎回行う 

開催日：毎月３日 

 

松本市高齢福祉課 TEL ３４－３２３７ 

ステップアップ講座受講希望の方は、 

担当の地域包括支援センターへ連絡してください。 


